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1985年8月
みずほ基地 での氷床中層掘削
川 田 邦 夫
1984年5月20日.みずほ基地では今日が太陽の出る最
後の日だ という.このところすっきり晴れるnは ないの
で太陽そのものは見えないが,夕 焼けの細い帯が西方か
ら昭和基地の方に長 く伸びている.遅れ気味で苦労 して
いる氷床の掘削作業がうま く進むように祈る.
東クイーンモー ドランド雪氷研究計画は23次隊か ら始
まったが,その大きな目標の一つにみずほ基地において
氷床の中層500m以上を掘削して氷試料を採取するとい
う仕事があった.得 られた試料は国内に持ち帰って解析
され,氷 ができた当時の大気の環境を推定する手がかり
となる.23次隊にょってボー リング場が作られ,24次隊は
ポー リング装置をセットして掘削を開始 した.計画では
24次と25次で目標の深さ500mの掘削を達成することに
なっている.掘削機は電熱式を用いることで計画が進め
られた.こ れは底部につけた円筒型ヒーターで氷を融か
し,内側に柱状の氷試料をとり込んでい くものである.
融け水は試料容器の上にある水タンクヘポンプで吸い上
げ,試 料 とともに回収する.
24次隊は411.1mという記録的深さまで掘ったが,氷
の圧力によって掘削孔が収縮するという難問にぶつかっ
て作業を中断した.掘 削機が狭 くなった孔の側壁につか
えて引き上げれなくなることを恐れたからである.
25次隊では掘削孔の収縮を調べるために試作の孔径測
定器を持っていた.24次隊 との引き継ぎ時の1月21口に
孔径を測定 した ところ,明 らかに大きな収縮が認められ
た.何度か行った孔径測定の結果から収縮速度を知るこ
とができた.これは後の掘削の作業計画に役立つ.
まず24次元孔を拡幅する作業か ら始まった.5月3日
慎重に ドリルを下降させる.しかしわずか120m付近で
掘削機が着底 したことを表示する赤ランプが点灯 した.
孔の側壁の片側へ食い込んでいったのである.電熱式掘
削機では元孔への復帰が難しそ うなので電動による回転
式の掘削機に切り換えて拡幅作業を続ける.我々は種々
の拡幅機を用意していたのである.この ドリルは本体 自
身の回転を止めるために孔の側壁に溝を切 り,回転防止
の板がこれに沿って掘進 してい くようになっている.と
ころがこの場合,孔 が奥で大きく広がっているため本体
の回転防IL機能が働かず,ド リルは空転を繰り返す こと
になる,効率は悪 く,再び電熱式 ドリルに替える.削 り
屑や融け水の再凍結したつらら状のものがコア容器の中
に入って上ってくる.孔の中の様子がよくわからず,小
人 となって中を見てこれぬものか と夢にまで見る.そ し
て再び回転式の ドリル.あ る時 ドリルがひっかかって引
き上げれなくなった.二 日にわたって引き上げ努力をし
た結果,回収に成功したものの大いに肝を冷やした.
5月末,昭 和基地では予定していた3機 のオーvラ ロ
ケットの打ち上げ観測に全て成功したと報せてくる.喜
こばしいが当方としては多少気も焦る.7月 いっぱいま
でを中層掘削の期間と考えているが,も う本掘削に入ら
ねば間に合わなくなる.6月 に入 り,完全に元孔からず
れ,元 孔復帰がかなり困難だとわかって,こ のまま25次
隊として元孔 と分離したままで掘削を進め るこ とに し
た.先 に測定 した孔の収縮速度を再検討し,掘削孔径,
掘削速度,作 業時間を考えてみると,深い所での厳しい
収縮速度に対応するには一 日の作業時間を長 くとらねば
ならない.医 療の鈴木,機 械 の原画隊員にも協力を求
め,みずほ基地越冬の6人全員で掘削をやるべ く,作業
方法などを覚えてもらった.6月ll日からは6人 が2班
に分れ,2交 替で朝7時 から23時まで連続16時間の掘削
作業を行うことにした.生活維持 のた めの 当直は不可
欠で,少人数で安全な仕事を進められるよう種々工夫し
た.ト ラブルも早目に対策 していった.掘 削した柱状の
氷を切りとってくるコアキャッチャーが凍 りついて働か
ず,試 料の取り残 しが多かった とき,毎回この部分に濃
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考 える と.み ず ほ 基地 で の500mの 年 代 は約7500年1}f∫と
推定 で きる.ボ ー ナ ス1|にlkくじを 当 て た よ うな気 持 ち
で あ った 、 この 夜 は 祝 賀 会 を や り.そ の 後21[間 を休H
と した.
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掘 削 経 過 図
7.1JULY 8.1
a24次孔の拡幅および
元孔への復帰作業
b本 掘削の開始
cウ ィ ン チ ト ラ バ ー サ
ー の チ ェ ー ン 切 れ ,
ド リ ル ー 時 的 に ト ラ
ッ プ
d折 れ て 落 ちた ボル ト
の 頭 に よ る トラ ブ ル
e500m掘 削 の達 成,
汚 れ屑 見 つ か る
f600m掘 削
g625.95m以 深 小 口
径 ド リル に 切 り替 え
て掘 削
hウ ィ ンチ ドラ ムの ケ
ー ブ ル末 端 処理
南極観測隊便 り
一第26次越冬隊の近況一
太陽の昇 らない季節を迎えた基地では短かい薄明の時
間帯を利用して観測や屋外作業が続けられている.
精神的にも肉体的にも疲れが出始める時期でもある.
夜が長いので良く眠れそ うなものだがかえって不眠を訴
える隊員も見られる.
この様な時期に南極最大の祭典 ミッドウインタ一票が
開催された.6月19日,前夜祭の打上げ花火を皮切 りに
ボーイのサービスがつくディナーパーティー,海 氷上で
の綱引き,卓球などのスポーツ大会,歌 や踊 り,演劇と
盛 り沢山の演芸大会と連日にぎやかに催 された.日頃無
口な研究者が意外な美声を聴かせて くれたり,毎 日発電
機や雪上車を相手に油まみれになっていた隊員が劇の中
で日を見張る程の女形を演 じるなど,このお祭りではそ
れまで知らなかった隊員の一面が出てきて当分の間夕食
時の話題には事欠かない.
一方,昭和基地から270km離れた大陸上のみずほ基
地でも5名の隊員がこの日ばかりは厳 しい環境下での観
測や作業を忘れて料理や歌で楽しんだ.
ところで ミッドウインタ一系は娯楽だけのお祭 りでは
ない.こ の日を期に通称 「南極大学」が開講され各隊員
の専門だけでな く趣味や特技等幅広い分野にわたって約
1時間程度の講義を行う.例えば 「カナディアンロッキ
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一290kmレース」「とっさの時に役立つ護身術」「オー
ロラの話」等その内容は隊員の数だけ多種多様である.
勿論,大学であるからには学長,事務長が選任され全講義
が無事終了すれば卒業式及び卒業証書の授与が行われ,
全員が南極学士の称号を得る,色々な分野の専門家が集
まって編成されている観測隊ならではの行事である.
6月28日,ミッドウィンター祭の余韻も冷めやらぬ中
MT-135JAロケット5機の2時 間おきの連続打上げが
行われ中層大気の風と温度に関して数々の貴重なデータ
ーが得 られた.今 回の実験の成功はロケット関係隊員の
努力は言うまでもなく全隊員が一丸 となって支援した成
果と言える.
7月15日には,みずほ基地で昭和45年の基地開設以来
最低の 一61.9℃を記録 し57年8月22日に記録 され た
一58.4℃をあっさりと更新 した.南 極は これからが寒
さの本番であるが日増 しに明るくなってきた薄明の中冬
明け旅行隊の準備も着々と進んでお り,隊員達が待ちわ
びている太陽が氷山の問から顔を見せるのも間もなくで
ある.
一策27次観測隊の夏期訓練一
第27次南極地域観測隊の夏期総合訓練は,吉 田隊長以
下49名の隊員が参加し,6月24Rから28rlまで文部省菅
平高原体育研究場で行われた.
この総合訓練は,南 極に関する種々の講義,訓練 を行
い,ま た団体生活を通して隊員相互の意志の疎通と協力
体制の確立を図ることをn的 として行われる.隊員は午
前の講義,午 後の消火器訓練,ソ リの固練のためのラッ
シング訓練,体 育訓練,夜 の分科会,全 体会議 と熱心に
取 り組んだ.今 回は従来以上に安全教育に重点を置いた
が,と くに東京消防庁救急隊の協力を得て,リ サシアネ
人形を用いての救急蘇生法,止 血法,骨 折 ・捻挫の際の
固定法,簡 易担架作製法とそれへの収容方法などの講習
を受け,.訓練の効果は大いに挙った.
一第27次南極地域観測隊員決まる一
今秋11月14日出発する第27次南極地域観測隊50名(越
冬隊35名,夏隊15名)のうち,すでに決定している隊長,
副隊長を除 く47名が,6月20日に開催された南極地域観
測統合推進本部総会で決定され,同 日発表された.残 る
1名については現在選考中である.
また,外国共同観測派遣碁3名,交 換科学者として派
遣される者1名 も決定,発 表された.
第27次隊は,例 年通 りの定常観測 の ほか,宙 空系の
「極域擾乱 と磁気圏構造の観測 ・人工衛星テレメ トリー
観測」雪氷 ・地学系の 「東クイーンモー ドランド地域雪
氷 ・地学研究計画」生物 ・医学系の 「南極海洋生態系及
び海洋生物資源研究計画(BIOMASS)」を柱とする観測
を実施する.夏期にはセールロンダーネ山地地学調査 と
鯵
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あすか観測拠点建設作業,海 域でのBIOMASS観測や
海上重力測定,昭 和基地での作業工作棟建設などが予定
されている.越冬中には雪氷の氷床流動測定のための内
陸 トラバースや航空機による氷厚測定,ラ ングホプデ地
区に簡易観測小屋を設けての生物調査,昭和基地周辺で
の大型動物の行動調査を含むBIOMASS観測などの野
外行動が,基 地観測と併せて実施される.
第6回南極鉱物資源特別協議会議
吉 田 栄 夫
昨年5月 東京で開かれた第5回 に引続き,6回 目の南
極鉱物資源特別協議会議が,昭 和60年2月25|1から3月
12Hまで,リ オデジャネイロで開かれた.カ ーニバルir〔
後のリオの,連n30°を越える暑さの中,コ パカバーナ
海岸に面するリオパレスホテルに南極条約協議国16カ国
の代表団99名と南極条約加盟国16カ国の うちの15カ国の
代表団35名が集まった.
今回の鉱物資源の会議の大きな特徴の一つは.協 議国
のほか,加 盟国(パ プアニューギニアは欠席)が 正式に
オブザーバーとして参加したことである.オブザーバー
とはいえ,協議国の首席代表会合を除けば,白 山に発言
できる立場で会議に参加した.こ のことは,南 極条約体
制が閉鎖的であるとい う批判に対して応える第一・歩とも
い うべきものであり,すでに南極条約協議会議の本会議
の方では,1983年第12回会議で実現 しているものではあ
るが,鉱 物資源問題討議のような難しい会議で実施に移
されたことは,大 きな前進であったと評価 してよいと思
われる.
2月25Hには登録と首席代表会合が開かれ,26Hから
全体会議はスター トしたが,冒 頭に当っての各国の意見
表明の中で,す でにそのとき南極観測をスター トさせて
いた中国のほか,オ ランダ,イ タリー,キ ューバなどの
国々が,南 極観測参加への強い意向を表明 したのが注M
される,今後観測参加を踏まえて,協 議国 となる国が増
えてくるであろう,
実質的な会議では,ニ ュージーランドの ピーピー首席
代表を議長とする全体会議と,3つ のコンタク トグルー
プ(一 種の作業委員会であるが.全体会議自体が作業委
員会であるとされているので,こ うした名称が使われて
いる)で の討議が進められた.全体会議では,重 要事項
(key　issues)　とされる委員会,科 学 ・環境委員会,規 制
委員会のメンバーシップ,権限配分などの問題が検討さ
れ,コ ンタクトグループは,オ ース トラリア首席代表ニ
コルソンを座長とする"(資源)調査　(prospecting)",　イ
ギリスの代表 代理 ヒープを座長とする"n的 ・原則",
5
ドイツの特別顧問ボルフルム教授を座長とする"法的問
題"の3グ ループとされた.
重要事項では,各 国の見解に依然かなりの隔たりがあ
る.前記の3つ の機関を置いて,管理を図ろうとする点
では一致しているものの,具体的な形については今回も
合意に達するに至らなかった.そ こで,難 しい問題はひ
とまず置いて.詰 められるものは詰めておこうというの
でコンタクトグループ方式がとられている.
"調査"で は
,次の探査(exploration).開発(exploita・
tion)に至る前に,ど のような形の調査が許容され得る
のか(例 えばポーリングをするならどの程度までならよ
いのか),手 続的にどう規制するのか(例 えば許可では
なく通告制 とし,通告内容をどこまでにするか),と い
ったことが討議される.技術的問題であって技術的に困
難な点を除けば結論は比較的出易いように思われるが,
実際は意見の一致は容易ではない.
鉱物資源 レジーム(条約的な形となろう)の中での諸
種の取 り決めの拠り所となる"目的 ・(環境)原則"に つ
いても,その中でどのような点を,ど ういう形で定める
か依然議論は尽きない.し かし問題点ははっきりしてき
たので,ど のような妥協点を見出して行くかが今後の課
題となろう.
'`法的問題"は 条文の修正や条約からの脱退
,条 約の
施行,補 償問題,紛 争調停等にかかわることで,法 律の
技術的問題が多いので,筆 者のような素人からは,比較
的合意に達し易い事柄であるように思われる.し かし,
こうした点は,これまでたたき台として検討してきたビ
ービー私案には,まだ具体的には盛込まれていなかった
ことであり,種々の論議が行われた.
いずれの会合にも,オブザーバーは積極的に参加し,
とくにコンタクトグループではデンマーク,オ ランダな
どの発言が盛んであった.今後もこうした傾向は強まる
ものと思われる.会議は,当 初の首席代表会合で会議の
持ち方を定めた際,若 干の理解の違いがあって,ソ 速,
仏の代表は3月8['1までしかいられないということで,
3月8日 までを正式会議 とし,あ と1211まではコンタク
トグルーブの非公式の会合 となった.
この会議もすでに6回 を数え.う ち4回 は英語のみで
討議する非公式(公 式は公用語4カ 国語の同時通訳が必
要とされる)会議で,この方式が定着 した,次 回は1985
年9月23[1から2週間パ リで開かれる.今 回の会合では
今後2年 以内に合意に達することができようという楽観
的な意見もあったが,これは決して容易ではなさそうで
ある.ビービー議長は次回での検討事項 として,一 つの
提案を行った.これがどの よ うに展開するか注口され
る.(下 諸:国 立極地研究所地学研究部門教授)
〉外国人研究者の紹介く
極 地 研 二
ロ ドニ イ セペル ト博士　(Rodney　D.SEPPELT)
外国人研究員
所 属 オース トラリア南極局
招へい期間 昭和00年5月1日～7月31日
研 究 課 題 亜南極,東 南極露岩地域における鮮苔類,
地衣類を中心 とした陸.1:生態系の比較研究
ピ ー タ ー
所 属
受入れ期間
研究 課 題
そ の 他
ワシロスキー博士
(Peter　J.　WASILEWSKI)
外国人来訪研究員
米航空宇宙局ゴダー ド宇宙センター
昭和60年6月19日～8月18n
南極岩石及び南極陽石の磁気学的研究
同博士は,第25次隊の交換科学者として昭
和基地に派遣された経験を有している
ユ ー ス
5月2n
5月8[1
5月9H
5月1411
5)12411
5fi2911
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李 培 基(Li　Peiji,中国 科 学 院 蘭 州 氷 河 凍
.1二研 究所 助 理 研 究 員)
Mr.　LEDINGHAM,　R,　(オー ス トラ リア 南
極 局 設営 部 門)
上 官 信　(Xin　Shangquan,　西 安 機 電 信 息 研
究 所 長)
子 慶臣(Meng　Oingchen,同主 任 コニ程 師)
金 蓮宝 　(Jin　Lianbao,　同 一【:程師)
Vll　鴻建 　(Cao　Hongjian,同工程 師)
銚 珍椿 　(Yao　Zhenrong,同工 程 師)
Dr.　ROPER,　C.　(スミソ ニ ア ン 自然 史博 物
館 無 脊椎 動物 研究 部 長)
Dr.　FISKE,　R.　(スミソ ニア ン 「1然史博 物 館
長)
・,.RAKU・A.・USZCZEW・KI,・.・ボ ー ・ ●
ンド科学 アカデミー生態 研究所南極研究部
長)
第39回運営協議員会議
レ来 訪 者く
2月1911-・2月2111　Dr.SCHOLER,　M.(マ ッ クス プ
ラ ンク研 究 所 主 任 研究 員)
3月6∫1開 建 偉(Kai　Jian　Wei,中国科 学 院 」海 分
院)
3月8rl　 Dr.　POWELL,　D.　(南極 海 洋 生 物 資 源 保 存
委 員 会 事 務 局 長)
Mr.　RALSTON,　F.　(同デ ー タ マ ネ ー ジャ
ー)
Dr.　GULLAND,　A.　(同顧 問)
3月12|1～3月14n　Dr.　KROEHL,　H,　(米国 立 海 洋
大 気 局 地 球物 理 デ ー タセ ンタ ー研 究 員)
4月8　rl　Mr.　JONES,　B.　(オー ス トラ リア 科学 大臣)
Miss.　KENNEDY,　P.　(同大 臣秘 書)
Dr.　VENNIG,　M.　(オー ス トラ リア大 使 館
資 源 科 学 技術 参 事 官)
Mr.　KENTWELL,　S.　(同大 使 館 二 等 書 記
官)
Dr.　FLETCHER,　J.　(米国 立 海 洋 大 気 局 海
洋 大 気 研 究 部 次 長)
4月18「T～4月22日　 Dr.　JOHNSON.　B.　(マッコ リー
大 学 地 球物 理 研 究 所 講 師)
4月23日　 Dr.　McPHERRON,　R.　(カリフ ォル ニ ア大
学 地 球 惑 星 物 理 研 究 所 教 授)
2月27日(水)に開かれ,以 下の事項を審議 した.
1.教官人事について
2.国 立極地研究所名誉教授称号授与規則の改正につ
いて
3.第27次南極地域観測実施計画(案)について
4.南 極地域観測実施計画 一策皿期五か年計両一(試
案)について
5.昭 和60年度共同研究について
第40回運営協議員会議
6月14日(金)に開かれ,以 下の事項を審議した.
1,名 誉教授称号の授与について
2.南 極地域観測計画一第m期5か 年計画一(試案)に
ついて
3,第28次南極地域観測計画(案)等について
4,昭 和61年度概算要求基本方針について
5.第27次南極地域観測隊の編成について
6.昭 和60年度外国基地派遣について
第16回評議員会議
6月18日(火)に開かれ 「昭和61年度概算要求基本方
針について」審議が行われた.
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職 員 の 異 動
7月1日(配 置換)
会計課長に湯本清次(前 東京医科f斡科大学
経理部経理課長)
佐藤前会計課長は,文 化庁文化部文化普及
課課長補佐に
名 誉 教 授
昭和60年4月1n付けで楠前企画調整官に国立極地
研究所名誉教授の称}}が授与された.
"永田武先生を囲む会"開 催
59年12月に極地研究所長を退官された永fili・k名誉教授
の永年にわたる労をねぎらう会が,去 る7月5H,新 宿
の京王プラザホテル扇間で開かれた."永 田武先生を囲
む会"の 名称のもと,国際地球観測年の始ま りから昭和
基地の建設,極 地研究所の創設から今nま での発展へと
携さわった宗谷時代の隊員,文 部省関係者,極 地研究所
関係者など200名がtttwrした.会 は星合企画調整官の司
会で進行し,南極観測を中心にした数々の思い出が語ら
れた.永 田武先生御夫妻を囲む歓談は興が尽きず,ま た
たく間に時間が過ぎていった.最 後に平沢研究主幹から
永田先生へ記念品の目録を贈呈し,盛会のうちに会を閉
じた,
......◇.
案
◇
内
.一◇
第6回 南極地学シンポジウム
|野Ii‖{日:|昭和]60{r-IO月24日(木)～10jj25日(金)
会 場:国 立 極地 研 究 所 講 堂
問 合 せ 先:国 立 極 地研 究 所地 学研 究 室
(962)4711[Jg362(澁7.})
第8回極域生物シンポジウム
開 催n:昭 和60年12月4「1(水)～12月6n(金)
会 場:国 立 極 地研 究 所 講 堂
問 合 せ 先;国 立 極 地研 究 所 生理 生態 学研 究 室
(962)4711内352(大山)
第26次隊 ・月例報 告(5月 ～6月)
最 後 の太 陽 は,5月31日 に地 平線 ぎ りぎ りに30分程 現
わ れ,そ れ 以 後 昭和 基 地 は 暗夜 の 季 節 に 入 った,東 西 オ
ング ル 島周 辺 の海 氷 も しだ い に成 長 して きた が,大 陸 沿
岸 部 で は ま だ 開 水而 もみ られ る,6月 に 入 って も基 地 周
辺 で は 雪 は ほ とん どな く地 面 は大 部分 露 出 して い る.こ
の た め ドリ フ トの雪 を 水源 と して利 用 す る こ と が で き
ず,水 はす べ て 氷 山 氷 で ま か なわ れ てい る.
観 測 報告
古 宅:オ ー ロ ラ中 の 波 動 と粒 子 の 観 測 を 「|的とした ロ
ケ ッ トS-310JA-11号機 を5月29口 に 打 上 げ た.ロ ケ
ッ トは強 いVLFヒ ス現 象 を伴 う2本 の オ ー ロ ラア ー ク
を横 切 っ て飛 翔 し実 験 は 成 功 した.レ ー ザ レー ダ観 測 も
順調 で,30日に は高 度80-IOO　kmに 出現 す る ナ トリウ ム
層 の観 測 を17時間 連 続 して 行 い,「1変 化 に 関 す る貴 重 な
デ ー タを得 た.6月28nに は,【11層大気 中 の 内 部 重 力波
の観 測 を 「1的と したMT-135JAロ ケ ッ トの5機 連続
打 ち上 げ に成 功 した.ロ ケ ッ トは 高度70km付 近 ま で
達 し,貴 重な デ ー タが得 られ た,
生 物 ・医 学:5月 に ア ザ ラ シ1頭 を観 察 し た ほか,ユ
キ ドリ,ナ ンキ ヨ ク フ ル マ カモ メ を見 た の を最 後 に 動 物
は 姿 を 消 した.大 気 中 二 酸 化 炭 素 の 測定,湖 沼 水 の モ ニ
タ リ ング,風 送 塩 の 研 究 を継 続 し て実 施 して い る.
雪 氷 ・地 学:み ず ほ 基 地 の ボ ー リング 孔 を利用 した 検
層 で は,孔 径 測 定 を2回 実 施 した.ま た,100m,200m,
300m付 近 の3箇 所 の 孔 壁 を撮 影 した.昭 和基 地 で は,調
査 旅 行 の 準 備 を開 始 し,食糧 ・装 備 の調 達 を 行 っ て い る.
設営報告
種 類
普通軽油
5
燃料消費量内訳
月6
消 費.llヒ残 趾:消 費 塾
26,985
3,600
単位:1
25,881497,732
54・O°0'1灯 油3,800.
機械部P`1では,KC40型雪上車やブル ドーザーの整備,
130kt水槽熱交換器増設 工事,厨 房排水方式変更工事
等を実施した.通信部門では,航 空機 ビーコン用送信機
の整備,受 信用ロンピックアンテナ制御ケーブル敷設工
事等を行った.飲料水は.5月151Tまでは第1ダ ムから
ポンプで汲み上げ給水櫨で運び利用していたが,凍 結し
て利用できなくなったため,その後は荒金ダムを利用 し
た.こ の水も凍結 したため6月からは海氷上の氷山氷を
利用している,
6月中旬に とつつき岬までの海氷調査を実施し,ルー
トを設定 したが.この調査でとつつき岬付近の海岸線は
高さ約5mの 氷壁 となってることが判明した.し かしこ
の地点より約1km南 に幅3m程 の舌状の斜iliがあるの
で,これを利用して大陸に渡る登りnとする予定である.
月
残 量
470,747
SO,400
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　　 　 　　 　　 　 sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風速 ・10分間 平均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・min,　mean)　(m/s)
瞬 間最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日数 　(Numbea　of　clear　days)
【極地豆事典】
南極明石と世界の陽石
昭和基地(Syowa:89532)
5月(May)
-13.5
一6
.1
一27 .2
988.3
1.4
θo
6月(Jun、)
-13.8
一2
,3
一27
.9
990.6
1.3
54
み ず ほ基 地(Mizuho:89544)
6月(Jun,)5月(May)
-41,0
一24
.7
一50.5
一35.0
一21
,2
一50
,6
729.2
(station　pressure)
732,5
8.26,313,612,5
36.4(13,ENE)32.7(4,ENE)22.4(1,ESE)2L1(22,ENE)
45.4(13,ENE)41.9(4,ENE)
6.86.4
3
南極蹟石を別にすれば,現 在まで約2,500個の眠石が
・世界で発見されている.これらの阻石は発見された時の
状況によって,大 きく2つに分けることができる.1つ
は落ちてくるのがn撃 され,落 下 と同時に発見されたも
の(落下).他 は,い つ落ちたのかはわからないが偶然
発見されたものである(発見).表 には,代 表的な阻石
積である限鉄,屑 鉄阻石,コ ンドライト,エコンドライ
ト,炭素質阻石の,落 下,発 見それぞれの個数とそのパ
ーセントが示 してある.落下 と発見の比率を見ると,著
しい傾向があるのがわかる.阻鉄では発見が落下の約13
倍,石鉄損石は6倍 で発見の方がはるかに多 いの に対
し,コ ンドライトは5/6,エコン ドライ トは1/3,炭素
質胆石は1/4と発見の比率が減少する.この差がどうし
てできたのかについては,2つ の原因が考えられる,1
つは,発見されやすい隅石 と発見されに くい限石がある
ということである.阻鉄や石鉄隅石は,落 ちていればそ
の周囲の岩石 と,外見や比重が著 しく違い,誰が見てもそ
ミ
}!所
ξ!
く`..-
1阻 鉄24
!石 鉄　Pfi　石6
}コ ン ド ラ イ ト5299
{ミェコンドライ ト.158
;炭 素 質 陽 石:61〔`1
5548
}*分 類 済 の もの の み
ζ
極地研究所
蔵
(0.4)
(0.1)
(95.5)
(2.8)
(1.1)
落下数(%)
46
11
610
67
33
(6.0)
(1.4>
(79,5)
(8.7)
(4.3>
?
?
ー
?
1
28.4(31,ESE)25.4(22,ENE)
767
の存在に疑問をいだ くことになる.それに対 して,エ コ
ンドライトは我々の身近にある火成岩や凝灰岩に良く似
てお り,落下の時に溶けて付いた溶融殻がなければ,ほ
とんど区別がつかない.も う一点は炭素質限石やコンド
ライト,エコンドライトのある種は風化しやすいため,
落下 してある程度年数が経過すると,雨や風のためにパ
ラパラになり,運びさられてなくなってしま うことであ
る.主 にこの2つ の原因で,上 記のような落下,発 見の
割合の差が生じたと考えられる.一・方,南極陸田石につ
いて見ると,現在極地研究所には約5,500個の阻石が所
蔵されており,その割合は表の通 りである.この比率は
数字に若干の違 い はあ るが,落 下のパターンと似てい
る.コ ンドライトの中には,落下後水中あるいは裸氷上
でこわされて,100m四方位の間に数100個もちらばっ
ているものがいくつかあり,また一回に数10個数100個
隠驚蕊篇 熱 言き㌫ 疇雫二篇聾 ●
ぼ一致するようになると思われる.ちなみに日本国内で ・
は今までに37個の限石が発見されてお り,そのうち29個
が落下である.
発見数(%)
610
66
512
18
8
界*
?
(50.2)656
(5.4)77
(42.2)1122
(1.5)85
(0.7)41
計
(33,1)
(3.9)
(56.6)
(4.3)
(2.1)
1214
日 本
落 下 発 見
1
1
27
1981
6
1十1?
29 7(1?)
8
